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議題
(1)子どもたちが抱える課題へのアプローチ（事業化への第一歩）【熟議】

(2)２学期の教育活動を振り返って

協
議
等
要
旨

協議結果 意見の概要

（１）
前回の熟議の内容から、子ども達の課題
として「コミュニケーション力」「体験活動
の充実」「学力の差」の３点を抽出し、学
校と生徒の現状と合わせて、今後事業と
して実施可能性のある内容として３つの
テーマを設定し、小グループに分かれて
協議を行った。

A：コミュニケーション力向上プログラム
B：体験活動の充実と職場体験学習改善
C：地域ボランティアによる補習講座

協議はそれぞれのテーマについて、実現
するための方法や人材確保のために必
要なこと等を話し合った。この協議は第
４回学校運営協議会でも、継続して協議
を行う。

（２）校長より、2学期の教育活動を振り
返り、委員に説明した。

（３）地域連携活動・地域学校協働活動について（提案）

（４）令和５年度三芳町コミュニティ・スクール講演会の開催について

配布資料

(1)令和５年度全国及び埼玉県学力・学習状況調査　結果・分析

（２）授業参観メモ・熟議について

欠席者人数

【A】コミュニケーション力向上プログラム
どんな場面で子ども達のコミュニケーション力はあがるのか、という点かそ
れぞれ意見を出し合い、共通の趣味やその場が楽しいことによってコミュニ
ケーションが弾むこと、子ども達だけで話をさせる環境や、正解・不正解の
ジャッジがない環境、年代を超えた交流や、色々な人と話をする場所、といっ
た意見があがった。それらを踏まえた「話す機会」を創出していくことをこれ
から考えていきたい。
次回は、学校や地域、あるいは関係諸機関で同様な事業を整理し、事業の具
体化に話を進めていきたい。

【B】体験活動の充実と職場体験学習改善
現在、学校で実施されている体験学習と、２学年で実施されている職場体験
学習の成果と課題について確認した。一方で、地域における子ども達との関
わりや体験学習については、地盤となるコミュニティがなくそもそもの子ど
も達との関わりがないというのが現状であり、中学生は部活動との兼ね合い
という壁もあるが、学校と地域でできるものを探っていきたい。

【C】地域ボランティアによる補習講座
補習講座を実施するにあたり、いつ、どこで実施するのが良いか、ボランティ
アをどのように募集するか、どの教科で実施するか、という点を話し合った。
期間については、長期休業中、放課後など、場所については学校で実施、ボ
ランティアについては大学生（淑徳大学）を中心にという意見があがった。一
方で、本日の授業参観（2年４組技術科）から実技教科における作業学習のサ
ポートとしてボランティアを募集するという案もあがった。補習だけでなく、
広く地域ボランティアを活用できるよう、今後も検討していきたい。
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会議録

会議の名称 三芳東中学校　第３回学校運営協議会

開催場所・日時 令和５年１２月１３日（水）　三芳東中学校　会議室　（開会）9：4０　（閉会）11：45　　


